


















○ EU の東方拡大と東アジアの可能性-ブルガリアの視点から- 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
上海センター・ブラウンバッグランチ（BBL）セミナーのご案内 
第 5 回 中国における都市・農村間の教育格差 
講師 京都大学大学院農学研究科 沈金虎 講師 
日時 2005 年 6 月 7 日（火）午後 12 時 15 分～13 時 45 分（食事持ち込み可） 
















報告者 時 殷弘  (中国人民大学国際関係学院教授、アメリカ研究センター主任教授) 
高井潔司（北海道大学国際広報メディア研究科教授、元読売新聞北京支局長） 
竹内 實  (京都大学名誉教授) 
司会    本山美彦(京都大学経済学研究科教授) 
日時   7 月 1 日(金)午後 2:00-6:00   
会場 京都大学時計台記念館百周年記念ホール 
























































ギリシャが 1981 年に加盟、1986 年にはスペインとポルトガルが、1995 年にはオーストリ
ア、フィンランドとスウェーデンが加盟した。さらに 2004 年には 10 の国が加盟し、三日
前(4 月 25 日)にはブルガリアとルーマニアが 2007 年の加盟を認められることになった。こ
の両国の加盟で、EU の総面積は日本の 10.5 倍の 400 万平方キロに、総人口は日本の 3.6


















 ブルガリアの面積は 11 万平方キロで、首都はソフィア。ギリシャ、マケドニア、ルーマ





 経済的な特徴としてはまず一人当たり GDP が 2260 ユーロ=32 万円で、EU 平均の 1/4
であることが挙げられる。付加価値レベルで産業比率を見ると、1998 年に 20%を占めてい
た農業が 2003 年に 10%まで減少し、代って観光業の発展によりサービス部門が 50%から
60%に上昇したことが挙げられる。2002 年、2003 年の実質 GDP 成長率はそれぞれ
4.9%,4.3%であった。 


















が EU をどう考えているかを知りたい。 




(以上は去る 4 月 28 日に開催した上海センター講演会でのブラゴベスト・センドフ駐日ブ
ルガリア大使の講演の内容を本人の了解を得て「ニューズレター」編集部が要約したもの
です。) 
 
